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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年4月6日(2017.4.6)

【公表番号】特表2016-522810(P2016-522810A)
【公表日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-046
【出願番号】特願2016-509236(P2016-509236)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  63/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/747    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  36/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   63/00     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/14     １７１　
   Ａ６１Ｐ   15/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/747    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   36/06     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  病原体による感染、または病原性微生物によって引き起こされるか、あるいはそれに関
連した疾患を治療または予防するための方法であって、ラクトバチルス・パラファラギニ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉｎｉｓ）、ラクトバチルス・
ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈｎｅｒｉ）、ラクトバチルス・ラピ（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）、およびラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）から選択される乳酸桿菌（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ）
の少なくとも１つの株、あるいは前記株が培養されている培地由来の培養上清または無細
胞濾液を含む組成物の有効量を、ヒト以外の動物または植物に投与する、またはその他と
してヒト以外の動物または植物に曝露するステップを含む、方法。
【請求項２】
  前記ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａ
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ｒｒａｇｉｎｉｓ）株が、受託番号Ｖ１１／０２２９４５の下、２０１１年１０月２７日
にオーストラリア国立標準研究所に寄託されたラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉｎｉｓ）Ｌｐ１８である、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
  前記ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈｎｅｒｉ）株
が、受託番号Ｖ１１／０２２９４６の下、２０１１年１０月２７日にオーストラリア国立
標準研究所に寄託されたラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕ
ｃｈｎｅｒｉ）Ｌｂ２３である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
  前記ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）株が、受託番号
Ｖ１１／０２２９４７の下、２０１１年１０月２７日にオーストラリア国立標準研究所に
寄託されたラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）Ｌｒ２４で
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
  前記ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）株が、受託番
号Ｖ１１／０２２９４８の下、２０１１年１０月２７日にオーストラリア国立標準研究所
に寄託されたラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２
６である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
  前記組成物が、アセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕ
ｍ）、カンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉｃａ）の株、ＮＭＩ受
託番号Ｖ１２／０２２８５０と命名された前記細菌株、および／あるいはＮＭＩ受託番号
Ｖ１２／０２２８４９と命名された前記細菌株、または前記株が培養されている培地由来
の培養上清あるいは無細胞濾液をさらに含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項７】
  前記アセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕｍ）株が、
受託番号Ｖ１１／０２２９４３の下、２０１１年１０月２７日にオーストラリア国立標準
研究所に寄託されたアセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒ
ｕｍ）Ａｆｌ５であり、前記カンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉ
ｃａ）株が、受託番号Ｖ１１／０２２９４４の下、２０１１年１０月２７日にオーストラ
リア国立標準研究所に寄託されたカンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏ
ｌｉｃａ）Ｃｅ３１である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
  前記組成物中の前記株のうちの１つ以上が被包される、請求項１～７のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項９】
  前記被験体が、他の家畜（ｆａｒｍ  ａｎｉｍａｌ）または家畜（ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ
）である、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
  前記植物が、作物種である、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
  前記病原性微生物が、植物病または動物病の原因物質である、請求項１～１０のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１２】
  前記疾患が、腐敗、しおれ、さび病、斑点、胴枯れ病、がん腫病、ウドンコ病、カビ、
虫こぶ、痂皮または乳腺炎である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
  前記病原性微生物が、フザリウム・オキシスポラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ  ｏｘｙｓｐｏ
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ｒｕｍ）、シュードセルコスポラ・マカダミア（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ  ｍ
ａｃａｄａｍｉａ）、フィアレモニウム・ジモルフォスポラム（Ｐｈｉａｌｅｍｏｎｉｕ
ｍ  ｄｉｍｏｒｐｈｏｓｐｏｒｕｍ）、灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ  ｃｉｎｅｒｅ
ａ）、紋枯病菌（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ  ｓｏｌａｎｉ）、ジャガイモそうか病菌（Ｓ
ｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ  ｓｃａｂｉｅｓ）、ストレプトコッカス・ウベリス（Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ  ｕｂｅｒｉｓ）、黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ
  ａｕｒｅｕｓ）、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ  ｃｏｌｉ）、およびシュードモナ
ス・サバスタニ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ  ｓａｖａｓｔａｎｉ）から選択される、請求
項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
  前記被験体が植物であり、かつ、前記植物を前記組成物に曝露することは、前記植物が
前記組成物とともに生育されるように、植付前、植付時あるいは植付後に土壌を処置する
ステップ、または植付前に植物根を処置するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
  微生物の成長を阻害するための方法であって、前記微生物、あるいは前記微生物によっ
てコロニー形成される環境またはコロニー形成され得る環境を、請求項１に定義される組
成物の有効量に曝露させるステップを含む、方法。
【請求項１６】
  前記組成物が、
（i）アセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕｍ）Ａｆ１
５、ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒ
ｒａｇｉｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  
ｂｕｃｈｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒ
ａｐｉ）Ｌｒ２４、ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）
Ｌｚ２６、およびカンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉｃａ）Ｃｅ
３１；
(ii) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、Ｎ
ＭＩ受託番号Ｖ１２／０２２８５０と命名された前記細菌株、およびＮＭＩ受託番号Ｖ１
２／０２２８４９と命名された前記細菌株；
(iii) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラ
クトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、
ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａ
ｇｉｎｉｓ）Ｌｐ１８、カンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉｃａ
）Ｃｅ３１、およびアセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒ
ｕｍ）Ａｆ１５；
(iv)ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラク
トバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉ
ｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈ
ｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）
Ｌｒ２４、およびアセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕ
ｍ）Ａｆ１５；
(v) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラク
トバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉ
ｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈ
ｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、およびラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａ
ｐｉ）Ｌｒ２４；
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
  前記組成物が、前記株を、前記乳酸桿菌（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ）株の各々に対
して２．５×１０５ｃｆｕ／ｍｌ、カンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎ
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ｏｌｉｃａ）Ｃｅ３１に対して１．０×１０５ｃｆｕ／ｍｌ、およびアセトバクター・フ
ァバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕｍ）Ａｆ１５に対して１．０×１０６
ｃｆｕ／ｍｌの最終濃度で含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
  病原体による感染、または病原性微生物による被験体の感染によって引き起こされるか
、あるいはそれに関連した疾患を治療または予防するための生物的防除組成物であって、
ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａ
ｇｉｎｉｓ）、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈｎｅ
ｒｉ）、ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）、およびラク
トバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）から選択される乳酸桿菌
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ）の少なくとも１つの株が培養されている培地由来の培養
上清または無細胞濾液を含む、生物的防除組成物。
【請求項１９】
(i)アセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕｍ）Ａｆ１５
、ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒ
ａｇｉｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂ
ｕｃｈｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａ
ｐｉ）Ｌｒ２４、ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌ
ｚ２６、およびカンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉｃａ）Ｃｅ３
１;
(ii) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、Ｎ
ＭＩ受託番号Ｖ１２／０２２８５０と命名された前記細菌株、およびＮＭＩ受託番号Ｖ１
２／０２２８４９と命名された前記細菌株；
(iii) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラ
クトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、
ラクトバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａ
ｇｉｎｉｓ）Ｌｐ１８、カンジダ・エタノリカ（Ｃａｎｄｉｄａ  ｅｔｈａｎｏｌｉｃａ
）Ｃｅ３１、およびアセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒ
ｕｍ）Ａｆ１５；
(iv)ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラク
トバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉ
ｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈ
ｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、ラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａｐｉ）
Ｌｒ２４、およびアセトバクター・ファバルム（Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ  ｆａｂａｒｕ
ｍ）Ａｆ１５；
(v) ラクトバチルス・ゼアエ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｚｅａｅ）Ｌｚ２６、ラク
トバチルス・パラファラギニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｐａｒａｆａｒｒａｇｉ
ｎｉｓ）Ｌｐ１８、ラクトバチルス・ブフネリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｂｕｃｈ
ｎｅｒｉ）Ｌｂ２３、およびラクトバチルス・ラピ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ  ｒａ
ｐｉ）Ｌｒ２４；
を含む、請求項１８に記載の組成物。
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